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研究成果の概要（和文）：本研究は、「規範性をもった自然的存在」である人間をより十全に理解することを目
指し遂行された。以下の二つが主な研究成果である。①：「自然（nature）－規範（nurture）」という二元論
を、「第二の自然の自然主義」という観点から再検討し、反（非）自然主義的な問題設定が可能であること明ら
かにしたこと；②：「生まれ（nature）－育ち（nurture）」という二元論を、「第二の自然の自然主義」から
捉えなおし、人間本性に関わる哲学的な問いと人間形成に関わる教育的な問いを包摂する文脈の射程を究明した
こと。

研究成果の概要（英文）：The main aim of this research programme was to make better sense of what it 
means to say that human beings are natural creatures in a normative environment. To address this 
issue in a philosophical way, the notion of ‘second nature’ and its associated ideas (such as ‘
the logical space of reasons’) were exploited. The results from this three-year project are the 
following: 1) that the long-standing dualism of nature and norms can be reconceived in terms of the 
acquired-but-fixed feature of second nature, and 2) that the obsolete dualism between nature and 
nurture should be relocated within a broader framework that is to be a focus of 
educational-philosophical thought.

研究分野：教育哲学、分析哲学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
Nature（自然／生まれ）とnurture（規範／育ち）をめぐる問いは、自然科学研究のますますの隆盛により、実
質的にnatureサイドが勝利を収めていると言ってよい現状があり、教育界においても「脳の構造に基づく学習」
や「神経教授学」といった学習理論や教授方法が影響力をもちつつある。本研究は、このような趨勢に対して、
「人間の自然＝本性」というかたちで脳神経やDNAといった動物的自然性を人間本性と同定する人間観の不十分
さを指摘し、「規範性をもった自然的存在」である人間の理解のために「第二の自然の自然主義」というアイデ
ィアに着目することで哲学がなしえる貢献の一端を明らかにした。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
（1）nature（自然／生まれ）と nurture（規範／育ち）をめぐる問いは、人間本性に関わる哲学
的な問いとしても、人間形成に関わる教育的な問いとしても、遺伝学や脳科学といった分野で
の自然科学的な問いとしても、さらには一般市民の日常的な話題としても、多くの人を引きつ
けてきた（いる）古くて新しいテーマである。 
（2）この伝統的な論争は、近代の自然科学の登場とその近年の急激な進展により、natureサイ
ドに分があるように見える現状がある。実際、nurtureの立場を存在基盤としている教育の世界
においてすら、「脳の構造に基づいた学習（ brain-based learning）」や「神経教授学
（neuro-pedagogy）」といった学習理論や教授方法が提唱されている。 
（3）一方で、自然科学的方法があらゆる現象を説明し尽くすと考える「自然主義」に包摂され
ない領域があることもたびたび指摘される論点である。例えば、nature 寄りの立場からも、エ
ピジェネティクス（遺伝子決定論の生命観を機械論的に過ぎるとして、遺伝子と環境要因の影
響作用の機構を解明しようとする学問分野）のような学術領域が生まれ、発展してきている。 
（4）しかし、申請者は本研究において、人間という「規範性をもった自然的存在」の理解には、
自然（nature）と規範（nurture）という二元論的な枠組みを前提として、生まれ（nature）と育
ち（nurture）の相互作用や影響関係を架橋しようとするだけでは不十分であることを示し、人
間本性をめぐる問いと人間形成をめぐる問いを包摂する、より大きな文脈を提示することを目
指した。 
 
２．研究の目的 
（1）「自然（nature）－規範（nurture）」という二元論を、「第二の自然の自然主義（naturalism of 
second nature）」という観点から再検討し、反（非）自然主義的な問題設定を明確なかたちで示
すこと。 
（2）「生まれ（nature）－育ち（nurture）」という二元論を、「第二の自然の自然主義」から捉え
なおし、人間本性に関わる哲学的な問いと人間形成に関わる教育的な問いを、有機的に含み込
む文脈を明らかにすること。 
（3）自然、規範、教育概念を再定位し、哲学研究が現在の教育と教育研究を豊饒なものにし得
る道筋を提示すること。 
 
３．研究の方法 
（1）研究の主な手法は文献精読である。対象となる文献は、以下の 4つの分野にわたる。①分
析哲学関連、②教育哲学関連、③教育研究関連、④自然科学関連。 
（2）本研究は先行研究者の数がそれほど多くない研究プログラムであるため、数少ない先行研
究者（David Bakhurstや Jan Derry）との直接の交流・対話からも得るところの多い研究である。 
 
４．研究成果 
本研究期間内に掲載された学術論文（下記 5の〔雑誌論文〕（1）－（3）ならびに〔図書〕（1）
－（3）の概要を略記することで、研究成果の報告とする（本項目のナンバリングは 5の項目の
ナンバリングに対応）。また「＊」において、本研究を踏まえたうえでの今後の展望を示す。 
 
〔雑誌論文〕 
（1）本論文は、John McDowellの議論を軸に人間本性、規範性、社会性、心性、道徳性といっ
た概念に新たな知見をもたらす議論を先導してきた David Bakhurstの著書をめぐって教育哲学
会で行われたシンポジウムに着目したものである。シンポジストである Sebastian Rödl, Paul 
Standish, Jan Derryのそれぞれの論考と、それらに対するBakhurstの返答を検討することにより、
McDowell-Bakhurstの議論が教育言説にもたらす最大の貢献は、教育を適切な社会性と自然性の
文脈―社会構成主義における「社会性」にも、自然科学的探究における「自然性」にも回収さ
れない―に位置づけ得る点にあることを主張する。 
 
（2）本論文は、人間存在の社会性と倫理や道徳を含んだ「現実」の社会性を、「第二の自然」
という概念をもとに再考したものである。「社会性」に関する議論は「概念枠と内容」という二
元論に陥りやすく、そのことが教育研究の豊かな発展を阻んでいることを、社会構成主義、
Donald Davidson, John McDowellの議論を吟味することによって指摘する。人間本性には、「第
二の自然」を獲得するという教育的プロセスが不可欠であり、その典型的な例は、道徳概念の
獲得に見られることを論じる。 
 
（3）教育哲学という学問の学問的特質と位置づけに関しては、多くの議論がなされてきている。
本論文は、「哲学的厳密さ」と「教育（実践）への関連性」を、（個々の教育哲学者の仕事とし
でではなくとも）学問領域全体としては両立させ、「教育哲学」という個別学問に自閉せず、教
育の世界にも哲学の世界にも通じる回路を担保することの重要性を強調した。教育研究におけ
る各個別の学問領域（academic disciplines）の構成者にとっては、各々のテーマだけではなく、
「だれが自分の仕事の audienceか?」という視点が通常意識されている以上に重要であることを
論じた。 



 
〔図書〕 
（1）本論考は、「規範性をもった自然的存在」である人間にとって「社会性」、「自然性」とは
いかなるものであるかを既存の学説を再検討することによって明らかにし、それらはすぐれて
「教育的」な特質を有していることを論じる。「概念枠と内容」「実証主義と構成主義」「実在論
と反実在論」など、教育研究の健全な展開を阻害する二項対立の根本にある（特に）近代以降
の「自然と規範」の二元論を、「第二の自然」の視点から解きほぐすことによって、人間本性や
人間の条件の「教育性」を顕在化させ、「社会性」や「自然性」はその文脈において理解される
べきことを主張する。 
 
（2）John Rawlsの正義概念＝「公正としての正義」は教育を含めて何らかのかたちで正義に関
わる学術研究の課題設定とその語られ方を大きく規定してきた。それに対して、Paul Standish
は、人間存在の根幹には言語、そして広義の翻訳経験があるという代替的な主体性・道徳性概
念の視座を提供する。本論文は、Standish が言語とそこに内在する広義の翻訳経験に焦点を当
てることによって描き出している主体性・道徳性概念を、人間存在の社会性という観点から再
検討する。そして、「社会正義」研究の新たな地平を拓こうとする Standishの論考から、我々が
受け取ることになる責務と教育哲学の可能性について論じる。 
 
（3）「生まれと育ち」という教育（学）の古典的テーマを歴史的に概観したうえで、現在の「遺
伝か環境か」というテーマが、自然科学的な知見によって問題が設定されていることを確認す
る。近代的な自然観によって土俵設定がなされている現在の趨勢に対して、教育的要素を含む
「第二の自然」という考え方を導入することによって、「生まれと育ち」あるいは「遺伝と環境」
が「相互に作用しあう」あるいは「遺伝も環境も」と言われるとき、その通説が見落としがち
な文脈に目を向ける。 
 
＊本プロジェクトにおいて、「生まれか育ちか」論争の通史的概観、教育分野における自然概念
の変遷の整理、「第二の自然の自然主義」と伝統的な教育哲学における理性や規範性、ビルドゥ
ング（Bildung）概念に関する議論との比較検討などを行うことができた。その結果、本プロジ
ェクトで浮かび上がってきた課題とまだ扱いきれていない課題の重要性が顕在化することとな
った。すなわち、前者が「第二の自然」から捉えなおした人間本性における（原初的な）社会
性の問題であり、後者が現場にも影響を与えている具体的な教育プログラム（例えば、「脳・心・
教育」プログラム）の精査という課題である。 
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